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翻

訳「
Ｅ
Ｕ
科
研
研
究
会
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
」の
開
始
に
あ
た
っ
て

平

田

健

治

大
阪
大
学
法
学
研
究
科
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
市
民
生
活
基
盤
の
法
お
よ
び
行
政
に

関
す
る
日
米
欧
間
の
比
較
検
証
）
が
交
付
さ
れ
た
の
を
機
会
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
さ
し
あ
た
り
交
付
期
間
の
四
年
間
を
め
ど

に
様
々
な
活
動
を
開
始
し
た
。
本
共
同
研
究
の
趣
旨
・
活
動
内
容
の
詳
細
は
本
研
究
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://cis.law

.osaka-u
.

ac.jp

）
上
に
最
新
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
骨
子
は
Ｅ
Ｕ
研
究
を
様
々
な
観
点
か
ら
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

際
、
メ
ン
バ
ー
の
専
門
領
域
を
考
慮
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
を
三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
（
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
）、
市
場

（
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
）、
国
家
（
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
命
名
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
な
い
し
は
全
体
で
研
究
会
（
メ
ン
バ
ー
の
報

告
、
内
外
の
招
聘
研
究
者
の
報
告
）
を
定
期
的
に
行
い
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
は
内
外
に
調
査
旅
行
を
行
い
つ
つ
研
究
上
の
人
脈
を
広
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
の
専
門
図
書
収
集
（
上
記
サ
イ
ト
に
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
検
索
で
き
る
よ
う
一
般
公
開
さ
れ
て
い

る
）
を
行
う
。
以
上
を
も
と
に
、
最
終
報
告
書
を
目
標
と
し
つ
つ
、「
阪
大
法
学
」
等
に
成
果
を
発
表
し
つ
つ
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
個
々

の
教
育
・
研
究
・
行
政
活
動
の
多
忙
さ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
共
同
研
究
を
続
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
研
究
活
動
が
、
そ
の
直
接
の
成
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
研
究
者
の
研
究
領
域
・
視
野
の
拡
大
、
研
究
サ
ー

ク
ル
の
拡
大
の
場
と
な
る
こ
と
を
我
々
は
日
々
実
感
し
て
い
る
。

こ
こ
に
開
始
す
る
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
は
、
前
記
研
究
会
の
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
報
告
に
対
応
す
る
。
共
同
研
究
の
成
果
を
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
一
般
に
還
元
・
公
表
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
順
次
、
翻
訳
作
業
が
進
行
し
て
お
り
、
早
晩
公
表
が
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な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

以
下
に
、
す
で
に
開
催
さ
れ
た
研
究
会
の
一
覧
を
掲
げ
る
。

二
〇
〇
二
年
五
月
三
〇
日

全
体
会
議

二
〇
〇
二
年
七
月
四
日

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
予
防
原
則
に
つ
い
て
―
―
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の
報
告
書
の
検
討
―
―
（
松
本
和
彦
）

二
〇
〇
二
年
九
月
一
九
日

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
保
護
法
と
ド
イ
ツ
民
法
の
利
益
衝
突
―
―
訪
問
販
売
と
し
て
の
不
動
産
与
信
契
約
に

お
け
る
撤
回
権
―
―
（
ブ
リ
ッ
タ
―
ベ
ア
テ
・
シ
ェ
ー
ン
、
神
戸
大
学
助
教
授
）

二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
三
日

フ
ラ
ン
ス
家
族
法
に
与
え
た
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響

（
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
リ
ュ
ブ
ラ
ン
�
ド
ゥ
ヴ
ィ
ッ
シ
、
リ
ヨ
ン
大
学
名
誉
教
授
）

二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
六
日

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
統
一
へ
の
動
き

（
平
田
健
治
）

二
〇
〇
三
年
二
月
三
日

米
国
連
邦
食
品
安
全
行
政
に
お
け
る
法
原
則
と
リ
ス
ク
分
析

（
徳
田
博
人
、
琉
球
大
学
助
教
授
）

二
〇
〇
三
年
二
月
二
一
日

懸
賞
商
法
の
規
制
の
あ
り
方
―
―
ド
イ
ツ
法
の
立
場
と
そ
の
国
内
法
上
、
渉
外
法
上
の
諸
問
題
―
―

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
教
授
）（
本
号
掲
載
）

二
〇
〇
三
年
五
月
一
五
日

全
体
会
議

二
〇
〇
三
年
七
月
一
四
日

Ｅ
Ｕ
行
政
と
市
民

（
高
橋
甫
、
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部
調
査
役
）

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
七
日

民
事
訴
訟
法
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

（
ダ
グ
マ
ー
・
ケ
ス
タ
ー
�
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）（
本
号
掲
載
）

代
理
母
―
―
ド
イ
ツ
法
、
比
較
法
、
国
際
私
法
―
―
（
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ケ
ス
タ
ー
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）（
本
号
掲
載
）

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
七
日

リ
ス
ク
社
会
に
つ
い
て

（
山
口
節
郎
、
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
）

二
〇
〇
三
年
一
二
月
三
日

フ
ラ
ン
ス
家
族
法
の
欧
州
人
権
条
約
・
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
と
の
対
決

（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
ネ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
教
授
）
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